























































































































































































































































































































相関次元 ２．１７ ２２４ ２．６８
⑲□!，
(a)安静状態（b)運動後状態
図８被験者Ａの二状態のアトラクタ
表３被験者Ａの二状態の最大リヤプノフ指数と相関次元
安静状態 運動後状態
０．３７
２．５２
0．３５最大リヤプノフ指数
相関次元 ２１４
４．４カオス性の判定
表４に各被験者の安静状態，の安静状態，および被験者Ａの四状態におけるカオス性の判定を示す。
４．５四状態と評価パラメータの関係
４．５．１読書前後，休憩後状態
被験者Ａのアトラクタにおいて，読書前の安静状態の場合，複雑さの程度が減少し，
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表４カオス性の判定
者験
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
被
最大リヤプノフ指数
正
正
正
正
正
最大リヤプノフ指数
正
正
正
正
正
正
被験者Ａの状態
安静状態（読書前）
読書10分後
読書60分後
休憩後状態
安静状態（運動前）
運動後状態
リラックスした状態であるといえる。読書後状態の読書10分後の状態の場合，局所構造
をもったより複雑なカオスとなり，アトラクタが小さくなっているので，集中している
状態であるといえる。読書60分後の状態の場合，複雑な程度がやや減少して単純構造化
したカオスとなり，アトラクタが大きくなっているので，集中力が減少してやや疲労，
ストレス状態であるといえる。休憩後状態の場合，単純構造化したカオスとなり，アト
ラクタが大きくなっているので，疲労，ストレス状態であるといえ，読書60分後の状態
の場合よりも，疲労度が増加していることがわかる。最大リヤプノフ指数値において，
読書10分後の状態の場合，安静状態の場合に比べて，数値が大きくなり，読書60分後の
状態および休憩後状態の場合，数値が小さくなっているので，集中したときに数値が大
きくなる傾向にあることが分かる。相関次元値において，読書60分後の状態の場合，安
静状態の場合に比べて，数値が大きくなり，また，休憩後状態の場合，数値が小さくな
っているので,疲労，ストレス状態のときに数値が大きくなる傾向にあることが分かる。
４．５．２運動前後状態
被験者Ａのアトラクタにおいて，運動前の安静状態の場合，複雑さの程度が減少し，
リラックスした状態であるといえる。運動後状態の場合，複雑な程度がやや減少して，
単純構造化したカオスとなり，アトラクタが大きくなっているので，疲労状態にあると
いえる。最大リヤプノフ指数値において，運動後状態の場合,安静状態の場合に比べて，
数値が大きくなるので，疲労状態のときに数値が大きくなる傾向にあることが分かる。
相関次元値において，運動後状態の場合，安静状態の場合に比べて，数値が大きくなる
ので，疲労状態のときに数値が大きくなる傾向にあることが分かる。
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５．むすぴ
本論文では，右手の母指球部分における皮膚振動には，カオス性が含まれていることを，
アトラクタ，リヤプノフ解析，相関次元解析の結果から推測できたこと，また，アトラク
タ，最大リヤプノフ指数，相関次元の値は，被験者の精神，身体状態に依存することが確
認できたことについて論じている。今後は，最適な時間遅れの設定，主観の入る余地のな
い相関次元推定，周波数分解によるカオス解析を行なう必要がある。
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ChaosTheoryofSkinVibration
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TheresearchworkbyapplyingChaostheoryispopularfortheanalysisorthe
anticipationofvariousphenomenatooccurinthenaturalsocity,livingbodies,etc.､By
directingourattentiontothevibrationoftheskinamongthephenomenatooccurin
livingbodies,ｂothChaostheorysnditseffectonbothmentalandmovementconditions
areexaminedinthisthesis．
